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■概要 

中部地方整備局名古屋港湾事務所では、大型コンテナ船が航行できるようにするため、浚渫兼

油回収船清龍丸により、東航路の水深を１５ｍから１６ｍへ増深する浚渫工事を進めています。 

最終段階として、灯標周りの浚渫を残すのみとなりました。 

灯標の移設は、船舶の安全と浚渫作業の支障とならないよう、航路沿いに北へ２００～２５０ｍ移

設するものです。 

第１段として２基（No．８、１０）を、５月３１日に５００ｔ吊り起重機船により移設を行い、６月２６日に

もとの位置へ復旧します。 

今後灯標２基(No．１１、１４)についても、移設・浚渫作業終了後、復旧作業を行う予定です。 

名古屋港では船舶の大型化に対応するため、平成２７年秋ごろを目途に航路水深１６ｍでの暫定

供用を目指しています。 

 

■配布先  中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、 

港湾空港タイムズ、日本海事新聞、海事プレス 

 

■問合せ先 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 

保全課 神藤（じんどう）・山口 TEL ０５２－６５１－６５９４ FAX ０５２－６５１－６２８７

 

■移設作業の様子 

          
灯標移設状況①                 灯標移設状況② 

名古屋港の物流機能を強化、大型船舶の航行を可能にするための浚渫作業が大詰め 

～航路を示す灯標の移設工事を実施～ 

 

 

 



 

 

■灯標移設作業位置図 

 
 

■作業予定図 

 

 

 

 

 



 

 

 


